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(3)結果と反省
　85名の事前申し込みがあり、うち４名は欠席された。当日受付は14名あり、合計で95
名の保護者が参加された。事後アンケートでは、多くの保護者の方から高い評価を得る
ことができた。以下にアンケート内容の一部を示す。

高評価
　・普段では見ることのできない学習に向かう姿や、作業服姿で実習を行う姿を見るこ
　　とができて嬉しかった。
　・中学校が最後の参観の機会だと思っていたので、高校でも参観できて嬉しかった。
　・先生方が親切に対応してくださり、授業内容も丁寧でわかりやすいと感じた。
反省点
　・出欠管理における手間を省くためにＧｏｏｇｌｅ　Ｆｏｒｍｓを活用したが、慣れ
　　ない作業でうまく申し込みができなかった方がいた。そのため、当日受付をする保
　　護者の方が多くなり、名札作成や案内に追われて慌ただしくなる場面があった。
　・実習を見学する班は教員の引率のもとに行ったが、時間にゆとりを持って見学する
　　ために、見学ルートの見直しが必要だと感じた。

②冬の特別清掃
　第１回ＰＴＡ委員会や授業参観と合わせて校内巡視を実施したところ、校内の清掃状
況について回答される方が数名いた。環境整備として保護者も協力できることがないか
検討したところ、生徒会主催の特別清掃への参加を提案していただいた。考査最終日に
行われる特別清掃では、有志の生徒約120名と教員とが協力して、落ち葉集めを中心とし
た清掃活動を行う。この企画に保護者も参加し、校内の環境整備を共に実施した。

(1)活動の流れ
　10月～11月　　　趣旨説明・出欠案内
　12月１日（金）　11:20～　集合
　　　　　　　　　11:30～　清掃活動
　　　　　　　　　12:30～　片付け・解散

(2)結果と反省
　役員・委員のみに出欠案内を行い、役員６名と委員３名の合計９名が参加された。以
下にアンケートの一部を示す。

高評価
　・生徒が楽しみながら清掃する姿を見て、保護者も楽しんで清掃活動を行うことがで
　　きた。
　・ボランティア活動は好きなので、こういった企画があればまた参加したい。
　・生徒や教員との会話を楽しみながら活動を行うことができ、楽しかった。
反省点
　・校内が広く樹木も多いので、１時間では集めきれなかった。

まとめ
　ＰＴＡ活動の新たな企画として、授業参観と清掃活動への参加を行った。２つの企画
を通して感じたことは、生徒や教員が活動する姿を実際に見たり、共に体験することに
より、保護者の安心感が高まることがわかった。今後もＰＴＡと学校が協力し、生徒・
保護者が安心できる学校づくりを推進していきたい。

生徒・保護者が安心できる学校づくり

安心 情報共有 環境整備

①令和５年11月16日（木）　②令和５年12月１日（金）

①、②ともに、本校

メール送信先 info@aichikoupren.org

①13：00～15：00　②11：30～12：30

①保護者95名
②有志生徒120名＋保護者９名

①工科高校の生徒がどのような専門知識・技術を学んでいるのかを実際に見学することに
より、家庭において進路を中心とした話題作りになると考え、授業参観を企画した。ま
た、授業参観と合わせて校内巡視を行い、生徒が安心して授業を受けられる環境であるか
確認する機会とした。
②校内清掃活動を通して生徒・教員と同じ時間を共有することで、学校の雰囲気を知る機
会とするだけでなく、さまざまな情報共有をする機会とした。

学校の雰囲気を知る機会を増やすことで、生徒・保護者が安心できる学校づくりを目指す
ことや、学校評価委員会の活動をより活性化できると考えた。

ＰＴＡ役員、委員

①ＰＴＡ主催授業参観
　ＰＴＡ役員・委員と比べて一般の保護者の方は学校と関わる機会が多くないため、より多くの
方に学校の雰囲気や授業の様子を知ってもらう機会として授業参観を企画した。また、授業参観
とともに校内巡視を行い、アンケートで環境整備についての意見集約を行った。

(1)活動の流れ
　８～９月　　　　企画

　10月12日（木）　第２回ＰＴＡ委員会
　　　　　　　　　当日の運営にご協力いただける方を募集
　　　　　　　　　委員３名の参加申し込みがあった

　11月16日（木）　13:00～　受付
　　　　　　　　　13:20～　５時間目参観
　　　　　　　　　14:15～　６時間目参観
　　　　　　　　　15:00～　アンケート

(2)活動のポイント
　先生方の業務負担とならないように、できる限りＰＴＡで企画・運営を行えるように工夫し
た。具体的には、公共交通機関での来校を促すことと、Ｇｏｏｇｌｅ　Ｆｏｒｍｓを活用して出
欠管理を行ったことである。また、実習を行っている場所での見学では、安全面を考慮して見学
エリアを制限したり、教員の引率により見学を行うこととした。
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